
●年頭のご挨拶（宮城県商工会連合会長） （２）
　　　　　　　（宮城県知事） （2）
●第５６回商工会全国大会 （3）
●中小企業•小規模事業者支援に関する覚書を締結 （3）
●グルっとＭＩＹＡＧＩ食の商談会 （4）
●あいち•みやぎ交流物産展in金山 （4）
●地域商店街活力向上講演会 （5）
●小規模事業者持続化補助金活用レポート⑧ （5）
●ものづくり補助金認定企業紹介（㈲佐々木酒造店） （6）
●牡鹿半島グルメ再発見 （6）
●各種お知らせコーナー （7）
●青年部•女性部コーナー （8）
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国内有数の渡り鳥の飛来地として知られる伊豆沼・内
沼。越冬のためシベリア方面から飛来したガンの大群は早
朝、日の出とともにエサを求めて周辺の田んぼに一斉に飛
び立ちます。はばたく音や鳴き声とともに朝日に照らされ
て飛び立つ光景は自然の雄大さを感じることができます。
今シーズンも既に10万羽以上のガンが飛来しており、

例年1月中旬頃をピークに2月中旬頃までハクチョウ類を
含む数万羽の渡り鳥が見られます。
たくさんの鳥で彩られた感動的な光景を身近に見るこ

とができる「飛び立ち観察会」も開催されておりますので、
酉年の始めに是非お出かけください。

交　通／JR東北新幹線「くりこま高原駅」から車で10分
問合せ／宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリーセンター
　　　　ＴＥＬ：0228－33－2216
　　　　ＦＡＸ：0228－33－2217
写真提供：（公財）宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団

朝日の中を飛び立つ10万羽のガン
栗原市、登米市「伊豆沼・内沼」

（1）第311号 発行　平成29年1月1日



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
県
民
の
皆
様
の
御
健
勝

と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
宮
城
県
ゆ
か
り
の
選
手
が
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
ダ
ブ
ル
ス
に
出
場
し
た
髙
橋

礼
華
さ
ん
と
松
友
美
佐
紀
さ
ん
が

金
メ
ダ
ル
を
、
卓
球
女
子
団
体
に

出
場
し
た
福
原
愛
さ
ん
と
ウ
ィ
ル

チ
ェ
ア
ー
（
車
い
す
）
ラ
グ
ビ
ー

に
出
場
し
た
庄
子
健
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
、
私

た
ち
県
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
石
巻
市

立
病
院
の
再
開
や
三
陸
縦
貫
自
動

車
道
の
延
伸
な
ど
、
震
災
か
ら
の

復
興
が
着
実
に
進
み
、
さ
ら
に
、

医
学
部
の
新
設
や
仙
台
空
港
民
営

化
な
ど
「
創
造
的
復
興
」
と
し
て

種
を
ま
い
て
き
た
取
組
が
次
々
と

花
開
い
た
年
で
し
た
。

今
年
は
、「
宮
城
県
震
災
復
興

計
画
」（
平
成
二
十
三
年
十
月
策

定
）
に
定
め
る
「
再
生
期
」
の
最

終
年
に
当
た
り
ま
す
。
昨
年
に
引

き
続
き
、「
迅
速
な
震
災
復
興
」、

「
産
業
経
済
の
安
定
的
な
成
長
」、

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
宮
城
」、「
美

し
く
安
全
な
県
土
の
形
成
」
を
政

策
推
進
の
基
本
と
し
て
、
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
施
策
に
最
優
先
で

取
り
組
む
と
と
も
に
、
人
口
減
少

対
策
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地

方
創
生
と
地
方
分
権
の
取
組
も
併

せ
て
推
進
し
、
平
成
三
十
年
か
ら

の
「
発
展
期
」
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
県
内
で
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
高
校
生
た
ち
に
よ
る
熱
い
祭

典
「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
」
と
「
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
」
が
七
月
か
ら
八
月
ま
で
、

全
国
規
模
の
和
牛
の
品
評
会
「
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
」
が
九
月
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
方
々
と

と
も
に
全
国
か
ら
の
お
客
様
を
温

か
く
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。

復
旧
・
復
興
へ
の
道
の
り
は
ま

だ
続
き
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
宮
城

の
再
生
と
発
展
の
た
め
、
新
た
な

取
組
に
も
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
明
る
い
未

来
を
目
指
し
な
が
ら
、
県
民
の
皆

様
と
手
を
つ
な
ぎ
一
緒
に
進
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
の
御
理
解
と
御

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
城
県
商
工
会
連
合
会

会
長　

佐　

藤　
　
　

浩

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や

か
に
、
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
四
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
や
台
風
十
号
の
岩
手
県
上

陸
、
十
一
月
の
福
島
県
沖
地
震
に

伴
う
津
波
の
被
害
な
ど
、
自
然
災

害
が
連
続
し
て
発
生
し
、
本
県
に

お
い
て
も
水
産
業
を
中
心
に
大
き

な
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た

が
、
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
や
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
お
け
る
日
本
人
選
手
の
活
躍
な

ど
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た

一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
会
が
重
点
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
に
お
い
て
は
、
女
川
町
の

シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
等
の
完
成
、

南
三
陸
町
の
さ
ん
さ
ん
商
店
街
か

ら
本
設
商
業
施
設
へ
の
移
転
が
間

近
に
な
る
な
ど
復
興
の
形
が
見
え

つ
つ
あ
る
地
域
が
あ
る
反
面
、
震

災
当
時
の
様
子
か
ら
ほ
と
ん
ど
変

化
が
な
い
地
域
も
あ
り
、
復
興
に

大
き
な
格
差
が
出
て
き
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

国
・
県
等
に
対
し
て
積
極
的
に
要

望
・
陳
情
活
動
を
展
開
し
、
全
会

員
が
復
興
で
き
る
ま
で
事
業
の
一

丁
目
一
番
地
と
し
て
支
援
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
県
に
お
い
て
も
宮
城

県
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
宮
城
県

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
振
興

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、「
小
規
模

事
業
者
伴
走
型
支
援
体
制
強
化
事

業
」
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、
今
後

の
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
施
策

の
充
実
強
化
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
市
町
村
に
お
け

る
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
対
策

の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
各

市
町
村
に
お
け
る
「
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
に
関
す
る
条
例
」

の
早
期
制
定
に
向
け
、
商
工
会
と

と
も
に
積
極
的
な
要
望
活
動
を
展

開
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

更
に
、
本
会
が
平
成
二
十
六
年
度

よ
り
受
託
し
て
い
る
「
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
」
に
つ
い
て
は
、
支
援
体
制
の

更
な
る
強
化
を
図
り
、
小
規
模
事
業

者
の
立
場
に
立
っ
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

支
援
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

「
経
営
発
達
支
援
計
画
」
が
県
内
全

商
工
会
で
認
定
さ
れ
る
よ
う
全
力
で

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
は
酉
年
で
す
。

酉
（
と
り
）
は
「
取
り
込
む
」
と

い
う
言
葉
と
か
け
て「
商
売
繁
盛
」

に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
商
売
を
営
む
我
々
に
と
っ
て

良
い
年
に
な
る
よ
う
、
県
内
全
商

工
会
員
の
経
営
を
強
力
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
会
員
皆
様
方
の
よ
り
一

層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

商
売
繁
盛
の
年「
酉
年
」に
期
待

更
な
る
飛
躍
の
年
へ

宮
城
県
知
事村　

井　

嘉　

浩

ふ
る
さ
と
宮
城
の「
再
生
」か
ら

「
発
展
」へ
つ
な
げ
る
年
に
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去
る
十
二
月
一
日
、
本
会
会
議

室
に
お
い
て
、
本
会
と
日
本
政
策

金
融
公
庫
、
宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
に
よ
る
「
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
支
援
に
関
す
る
覚
書
」

の
締
結
式
が
行
わ
れ
、
本
会
佐
藤

会
長
と
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
仙

台
・
石
巻
・
一
関
の
各
支
店
長
、

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
田
中

チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
覚

書
に
署
名
を
し
ま
し
た
。

こ
の
覚
書
締
結
は
、
顧
客
紹
介

と
融
資
斡
旋
を
契
機
と
し
た
地
域

企
業
の
経
営
力
向
上
と
、
連
携
に

よ
る
相
互
の
機
能
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
会
員
企
業
の

融
資
相
談
に
対
し
、
商
工
会
が
経

営
発
達
支
援
計
画
の
認
定
を
受
け

て
活
用
す
る
経
営
発
達
支
援
資
金

の
積
極
的
な
活
用
や
、
商
工
会
と

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
よ
る

経
営
改
善
計
画
等
の
策
定
支
援
に

お
け
る
資
金
需
要
に
対
し
、
公
庫

へ
の
迅
速
な
紹
介
等
が
期
待
で

き
、
ま
た
、
公
庫
で
は
商
工
会
未

加
入
の
小
規
模
事
業
者
か
ら
直
接

融
資
申
込
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い

て
、
経
営
支
援
を
必
要
と
判
断
し

た
場
合
は
、
該
当
商
工
会
を
紹
介

す
る
な
ど
の
連
携
が
図
ら
れ
ま

す
。今

後
、
商
工
会
で
は
会
員
の
メ

リ
ッ
ト
向
上
や
新
規
会
員
の
獲
得

が
見
込
め
、
公
庫
で
は
、
回
収
リ

ス
ク
の
低
減
や
資
金
需
要
を
創
出

す
る
こ
と
に
よ
る
顧
客
の
持
続
的

な
経
営
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
の
締
結
を
機
に
更
な
る
連
携

を
強
め
、
相
互
の
支
援
機
能
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
経
済

活
性
化
を
促
進
し
て
参
り
ま
す
。

第
五
十
六
回
商
工
会
全
国
大
会

が
十
一
月
十
七
日
、
東
京
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
本
県
商
工

会
長
及
び
副
会
長
等
七
十
一
名
を

含
む
、
全
国
の
商
工
会
関
係
者
総

勢
約
三
千
名
が
参
加
し
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
東

日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
の
犠
牲

者
の
冥
福
を
祈
り
黙
祷
。
そ
の
後

熊
本
地
震
に
対
す
る
全
国
各
地
か

ら
の
物
心
両
面
に
お
け
る
支
援
に

対
す
る
御
礼
が
伊
東
昭
正
熊
本
県

連
会
長
よ
り
述
べ
ら
れ
た
。

大
会
で
は
、
開
会
宣
言
、
国
歌

斉
唱
に
続
き
全
国
連
石
澤
義
文
会

長
が
挨
拶
。
ま
た
、
来
賓
と
し
て

萩
生
田
内
閣
官
房
副
長
官
、
松
村

祥
史
経
済
産
業
副
大
臣
等
よ
り
挨

拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後

一
、
地
方
経
済
に
波
及
効
果
の
あ

る
経
済
対
策
の
実
施

一
、
経
済
の
持
続
的
成
長
を
支
え

る
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援

の
大
幅
拡
充

一
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

が
主
役
の
地
方
創
生
の
実
現

一
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
活
力
に
資
す
る
税
制
・
社

会
保
障
等
の
実
現

一
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
・
大

分
地
震
等
へ
の
対
応

一
、
商
工
会
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
充
実

の
六
項
目
に
つ
い
て
、
森
義
久
大

会
副
会
長
（
鹿
児
島
県
連
会
長
）

が
意
見
表
明
を
行
い
、「
商
工
会

は
、
行
政
と
手
を
携
え
、
地
域
商

工
業
者
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民

と
も
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
良
好

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
貢
献

し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

支
援
と
地
域
振
興
と
い
う
両
輪
を

携
え
、
地
方
経
済
の
真
の
活
力
再

生
に
向
け
て
組
織
力
を
強
化
し
、

事
業
を
推
進
し
て
い
く
」
と
の
大

会
決
議
が
満
場
の
拍
手
の
も
と
決

議
さ
れ
た
。

決議六項目を掲げ挨拶する全国連石澤会長

三者の連携で事業者支援強化を図る

「
地
域
経
済
の
活
力
再
生
に
向
け
」

六
項
目
を
決
議

ー
第
五
十
六
回
商
工
会
全
国
大
会
ー

業種 時間額 効力発生日
鉄鋼業 847円 平成28年12月15日
電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業 798円 平成28年12月15日

自動車小売業 815円 平成28年12月15日

宮城県（産業別）最低賃金が改正されました

宮城県最低賃金は、それぞれ上記の金額に引上げとなりました。
詳しいことは、宮城労働局労働基準部賃金室（電話022-299-8841）又は、最寄りの労働基準監督署まで、お問い合わせください。

宮城県最低賃金

７４８円
（効力発生日）
平成28年10月5日

最
後
に
、
政
党
代
表
と
し
て
自

由
民
主
党
の
二
階
俊
博
幹
事
長
、

公
明
党
の
山
口
那
津
男
代
表
、
民

進
党
の
野
田
佳
彦
幹
事
長
よ
り
祝

辞
が
あ
り
、
大
会
は
盛
会
裏
に
終

了
し
た
。

地
元
選
出
国
会
議
員
に

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復

興
に
係
る
要
望
書
を
提
出

大
会
前
日
、
本
会
三
役
が
、
衆

参
両
議
員
会
館
を
訪
問
し
、
本
県

選
出
等
の
国
会
議
員
十
五
名
に
対

し
て
、
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子

力
災
害
の
克
服
と
産
業
復
興
再
生

支
援
強
化
及
び
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
支
援
対
策
の
拡
充
強
化

等
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。

本
会
・
日
本
政
策
金
融
公
庫
・
宮
城
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
と
中
小
企
業・
小
規
模
事
業
者
支
援

に
関
す
る
覚
書
を
締
結
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事
業
者
が
参
加
。
ま
た
、
商
談
成

立
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
役
と
し

て
、
商
工
会
経
営
指
導
員
や
本
会

サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
、
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
の
専
門
家
等
も
参

加
し
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
側
面
か

ら
支
援
し
た
。

特
に
、
今
回
は
商
談
会
開
催
に

先
立
ち
、
参
加
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と

支
援
す
る
商
工
会
職
員
を
対
象
に

し
た
事
前
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、

商
談
会
で
の
交
渉
力
向
上
と
成
約

へ
繋
げ
る
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル

で
あ
る
「
Ｆ
Ｃ
Ｐ
商
談
シ
ー
ト
」

の
作
成
手
法
と
成
約
の
ポ
イ
ン
ト

を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
商

談
会
本
番
に
向
け
た
準

備
を
整
え
た
。

当
日
は
「
Ｆ
Ｃ
Ｐ
商
談

シ
ー
ト
」
や
工
夫
を
凝
ら

し
た
商
品
の
展
示
方
法

等
、
各
自
、
質
の
高
い
売

り
込
み
手
法
に
よ
り
、
積

極
的
に
自
社
商
品
を
Ｐ

Ｒ
す
る
様
子
が
見
ら
れ

た
。今

後
、
本
商
談
会
に
参

加
し
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

の
課
題
や
問
題
点
を
洗

い
出
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
す
る
た
め
の
事
後
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
更
な
る
販
路

十
一
月
二
十
五
日
か
ら
二
十

七
日
の
三
日
間
、
東
京
・
池
袋

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
お
い

て
「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
」

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
三
百

六
十
一
事
業
者
が
出
店
、
会
場

は
約
十
五
万
人
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。

本
県
か
ら
は
海
産
物
や
天

然
果
汁
、
菓
子
等
を
販
売
す
る

六
事
業
者
が
出
店
す
る
と
と
も

に
、「
全
国
ご
当
地
お
や
つ
ラ
ン

キ
ン
グ
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今

回
初
出
店
の
み
や
ぎ
北
上
商
工

会
会
員
で
あ
る
「
精
進
ス
イ
ー

ツ
結
び
」
が
「
マ
ク
ロ
ビ
精
進

シ
ョ
コ
ラ
」
を
出
品
し
、
来
場

者
へ
Ｐ
Ｒ
を
お
こ
な
っ
た
。

ま
た
、「
お
ら
が
自
慢
の
ご
当

地
フ
ー
ド
コ
ー
ト
」
コ
ー
ナ
ー

大人気だった「ずんだ餅」

に
出
店
し
た
「
牛
タ
ン
串
焼
き
」

の
実
演
販
売
に
は
大
行
列
が
で

き
、
全
国
各
地
か
ら
出
店
し
た

三
十
四
事
業
者
の
中
で
売
り
上

げ
が
第
一
位
と
な
る
大
好
評
で

あ
っ
た
。

十
月
に
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
で
開
催
し

た
交
流
物
産
展
に
引
き
続
き
、
十

一
月
六
日
㈰
〜
八
日
㈫
の
三
日

間
、
愛
知
県
名
古
屋
市
金
山
総
合

駅
に
て
「
商
工
会
あ
い
ち
・
み
や

ぎ
交
流
物
産
展
in
金
山
」
が
開
催

さ
れ
、宮
城
県
か
ら
は
七
事
業
所
、

愛
知
県
か
ら
は
二
十
八
事
業
所
が

出
展
し
た
。

今
回
は
駅
構
内
の
物
販
ブ
ー

ス
、
駅
構
外
の
飲
食
ブ
ー
ス
に
分

か
れ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と

か
ら
、
大
変
多
く
の
お
客
様
で
賑

わ
い
を
見
せ
た
。

本
県
よ
り
出
展
し
た
有
限
会
社

等
、販
路
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
有
意
義
で
あ
っ
た
」
と
の

声
も
あ
り
、
今
回
の
交
流
物
産
展

が
互
い
の
販
路
開
拓
に
大
い
に
貢

献
し
た
事
業
と
な
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
や
関
連
す
る
風

評
被
害
等
に
よ
り
販
路
を
失
っ
た

水
産
加
工
業
者
や
、
新
た
な
販
路

開
拓
を
目
指
す
食
品
製
造
業
者
等

を
対
象
に
、
販
路
回
復
・
拡
大
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
商
談
会
を
昨
年
十

月
二
十
五
日
㈫
、
仙
台
市
卸
町
の

卸
商
セ
ン
タ
ー「
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
」

に
於
い
て
開
催
し
た
。

当
日
は
、
県
内
・
隣
県
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
七
社
の
バ
イ

ヤ
ー
を
招
聘
し
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

と
し
て
ス
ー
パ
ー
の
定
番
棚
で
の

販
売
を
狙
っ
て
い
る
県
内
二
十
二

名
古
屋
で
宮
城
の
物
産
品
を

Ｐ
Ｒ
販
売
！

︱
商
工
会
あ
い
ち
・
み
や
ぎ
交
流
物
産
展
in
金
山
︱

風
月
堂
の
「
ず
ん
だ
餅
」
は
、
宮

城
を
代
表
す
る
特
産
品
と
し
て
有

名
な
こ
と
も
あ
り
、
幅
広
い
年
代

層
の
方
々
に
ご
購
入
い
た
だ
き
、

初
日
の
売
上
ラ
ン
キ
ン
グ
で
堂
々

の
一
位
に
輝
く
人
気
と
な
っ
た
。

ま
た
、
狩
野
食
品
株
式
会
社
の

「
し
そ
巻
く
る
み
揚
」
等
、
愛
知

県
で
な
か
な
か
見
か
け
る
こ
と
の

な
い
商
品
に
興
味
を
示
し
て
出
展

者
に
話
し
か
け
る
お
客
様
の
姿
が

多
く
見
ら
れ
た
。

愛
知
県
の
出
展
事
業
者
か
ら
は

「
仙
台
駅
の
物
産
展
以
降
、
宮
城

県
の
お
客
様
か
ら
注
文
を
受
け
る

バイヤーに自慢の「ちょっとイイもの」を売り込んだ

用途や地域などで分けた集合展示

多くの人で賑わった宮城県ブース

地域の魅力を再発見　― ニッポン全国物産展 ―

ス
ー
パ
ー
の
棚
に
並
ぶ

「
こ
だ
わ
り
商
品
」を
売
り
込
め
！

︱
グ
ル
っ
と
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
食
の
商
談
会

「
ち
ょ
っ
と
イ
イ
も
の
商
談
会
」を
開
催
︱

拡
大
を
目
指
し
、
事
業
者
に
寄
り

添
っ
た
伴
走
型
支
援
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。
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当
社
は
昭
和
九
年
に
現

栗
原
市
若
柳
で
創
業
。
昭

和
六
十
年
に
法
人
化
し
、

現
在
三
名
の
従
業
員
で
業

務
を
行
っ
て
お
り
、
菊
半

四
色
印
刷
機
等
に
よ
る
フ

ル
カ
ラ
ー
印
刷
を
得
意
と

し
て
い
る
。

昨
今
、
印
刷
物
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
全
国
複

数
の
印
刷
会
社
か
ら
見
積

り
を
取
っ
て
発
注
す
る
と

い
う
流
れ
が
主
流
に
な

り
、
全
国
の
同
業
者
と
の

競
合
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
印
刷
業
界
は
高
品

質
・
短
納
期
・
低
価
格
で
、

多
種
多
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
対
応
力
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。

【
今
後
の
展
望
】

今
後
は
地
元
の
顧
客
は
も
ち
ろ

ん
、
受
注
数
が
増
加
し
て
い
る
関

東
の
中
小
印
刷
会
社
や
広
告
代
理

店
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
を
新
た
な
顧

客
と
し
て
販
路
開
拓
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
名
刺
や
シ
ョ
ッ
プ
カ
ー

ド
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
等
付
加
価

値
の
あ
る
筋
押
し
加
工
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
手
作
業
で
行
っ
て
き
た
た

め
に
受
注
を
見
合
わ
せ
て
い
た
中

ロ
ッ
ト
以
上
の
筋
押
し
加
工
に
つ

い
て
も
新
た
な
設
備
を
導
入
し
、

作
業
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
課
題

で
あ
っ
た
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
】

そ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
を
活
用
し
、
ホ
リ
ゾ
ン
製
筋

押
し
機
を
導
入
し
作
業
効
率
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
中
ロ
ッ
ト

以
上
の
筋
押
し
加
工
を
当
社
の
新

サ
ー
ビ
ス
と
し
、
紹
介
Ｄ
Ｍ
を
既

存
取
引
先
や
取
引
見
込
先
へ
発
送
、

取
り
こ
ぼ
し
て
い
た
需
要
の
獲
得

と
新
規
顧
客
の
開
拓
を
行
っ
た
。

【
本
事
業
が
も
た
ら
す
効
果
】

今
ま
で
見
合
わ
せ
て
い
た
中

ロ
ッ
ト
以
上
の
筋
押
し
加
工
が
可

能
と
な
り
、
取
引
先
に
対
し
よ
り

付
加
価
値
の
高
い
印
刷
サ
ー
ビ
ス

の
提
案
が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
取
引
先
か
ら
の
強
い

ニ
ー
ズ
も
あ
っ
た
こ
と
や
Ｄ
Ｍ
の

効
果
も
あ
り
問
い
合
わ
せ
が
増

え
、
受
注
に
繋
が
っ
て
い
る
。

【企業概要】
事業者名：有限会社 及川印刷
代 表 者：及川　靖
所 在 地：〒 989-5501 
　　　　　宮城県栗原市若柳川北中町 61
Ｔ Ｅ Ｌ：0228-32-2092
Ｆ Ａ Ｘ：0228-32-6506
定 休 日：第二・第四土曜日・毎週日曜日

印
刷
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り

新
規
顧
客
の
獲
得
を
目
指
す

㈲
及
川
印
刷
（
若
柳
金
成
商
工
会
）

経営指導員の声
顧客のニーズを的確に捉え、その上でサービ
スの充実を図ったことは効果的であり、継続的
なPRにより更に売上向上が見込まれます。
今後も販路開拓事業の推移を確認しながら継
続的な支援を行いたいと思います。

若柳金成商工会
山下　博之

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト ⑧

導入したホリゾン製筋押し機

阿部理事長に商店街の役割を学んだ

地
域
人
口
の
減
少
・
高
齢
化
等

地
域
商
店
街
が
抱
え
る
問
題
・
課

題
解
決
の
一
助
と
す
る
た
め
、
地

域
商
店
街
活
力
向
上
講
演
会
を
十

一
月
十
五
日
㈫
、
仙
台
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催
し
た
。

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、「
空

き
店
舗
“
ゼ
ロ
”
の
商
店
街
に
学

ぶ
『
長
野
県
佐
久
市
・
岩
村
田
本

町
商
店
街
の
取
組
み
』」
と
題
し
、

当
商
店
街
振
興
組
合
の
阿
部
眞
一

理
事
長
よ
り
、
空
き
店
舗
対
策
事

業
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
ご
講

演
頂
き
、
地
域
に
お
け
る
商
店
街

の
役
割
や
今
後
の
活
性
化
の
方
向

性
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

阿
部
理
事
長
は
、
地
域
商
店
街

に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
性
（
例
え
ば
観

光
型
・
イ
ベ
ン
ト
型
・
地
域
密
着

型
等
）
が
あ
り
、
そ
の
特
性
を
分

析
・
把
握
す
る
こ
と
で
そ
の
地
域

に
合
っ
た
商
店
街
づ
く
り
が
可
能

に
な
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
分
析

に
よ
っ
て
個
店
の
魅
力
が
発
掘
・

向
上
し
、
集
客
力
に
も
繋
が
り
、

五
年
・
十
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見

え
て
く
る
こ
と
で
事
業
計
画
も
立

て
や
す
く
な
る
等
、
実
際
の
経
験

に
基
づ
く
具
体
的
か
つ
的
確
な
事

業
提
案
等
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

第
二
部
で
は
、株
式
会
社
エ
ム
・

シ
ー
・
オ
ー 

代
表
取
締
役
松
浦

忠
雄
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

な
り
、
阿
部
理
事
長
に
加
え
、
県

内
に
お
い
て
新
商
店
街
活
動
推
進

事
業
を
展
開
し
て
い
る
亘
理
山
元

商
工
会
副
会
長 

森
輝
雄
氏
と
栗

原
南
部
商
工
会
理
事 

鹿
野
浩
氏

を
パ
ネ
ラ
ー
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
顧
客
と

商
店
主
が
求
め
る
商
店
街
の
形
と

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
の

手
法
に
つ
い
て
多
様
な
意
見
が
出

さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
大
変
勉
強
に

な
っ
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
講
演

会
が
あ
れ
ば
是
非
参
加
し
た
い
。」

と
の
声
を
多
く
頂
き
、
大
変
有
意

義
な
講
演
会
と
な
っ
た
。

空
き
店
舗“
ゼ
ロ
”の
商
店
街
に

魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
目
指
し
て

︱
地
域
商
店
街
活
力
向
上
講
演
会
︱
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ル
ボ
ジ
ヤ
メ
ロ
ン
リ
キ
ュ
ー
ル

M
öW

E

」
を
市
内
は
も
ち
ろ
ん

県
内
外
へ
の
販
路
拡
大
を
模
索
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

た
後
に
、
地
元
宿
泊
業
の
三
事
業

者
よ
り
「
ホ
ヤ
の
ク
リ
ー
ム
煮
」、

「
牡
蠣
飯
」「
ホ
ヤ
ッ
ペ
」、「
ホ
ヤ

の
お
つ
ま
み
風
デ
ザ
ー
ト
」
な

ど
、
ホ
ヤ
と
牡
蠣
を
使
っ
た
料
理

十
二
品
が
発
表
さ
れ
、
試
食
し
た

参
加
者
は
、「
牡
鹿
半
島
の
う
ま

味
を
凝
縮
し
た
よ
う
な
料
理
」「
牡

鹿
に
来
な
け
れ
ば
食
べ
ら
れ
な
い

メ
ニ
ュ
ー
で
、
こ
の
よ
う
な
す
ば

ら
し
い
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
と
思

わ
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
意
見
が

聞
か
れ
る
な
ど
大
変
好
評
で
あ
っ

た
。牡

鹿
半
島
は
霊
島
金
華
山
を
は

じ
め
風
光
明
媚
な
観
光
地
で
あ
っ

た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
甚
大
な

津
波
被
害
か
ら
観
光
客
は
激
減

し
、
交
流
人
口
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
地
元
商
工
業
関
係

者
等
で
構
成
す
る
鮎
川
港
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
と
石
巻
市
牡
鹿
稲
井

商
工
会
で
は
、
今
で
き
る
こ
と
を

模
索
す
る
た
め
の
研
究
会
を
本
年

六
月
よ
り
開
催
し
て
お
り
、
本
事

業
は
そ
の
集
大
成
と
し
て
実
施
し

た
。研

究
会
は
、
宿
泊
業
や
飲
食
店

二
十
人
程
が
参
加
し
、
牡
鹿
の
素

材
の
す
ご
さ
（
素
材
力
）、
作
り
方

の
す
ご
さ
（
美
味
し
い
理
由
）、
食

べ
方
の
提
供
（
ワ
ク
ワ
ク
感
）
の

三
つ
に
美
味
し
さ
の
秘
密
が
あ
り
、

お
客
様
目
線
で
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
感

動
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
組
み
立
て
る

と
い
う
、
話
題
・
人
気
を
呼
ぶ
観

光
飲
食
の
基
本
に
つ
い
て
学
び
な

が
ら
試
作
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

研
究
会
メ
ン
バ
ー
は
、
試
食
会

当
日
も
参
加
者
一
人
一
人
に
素
材

の
良
さ
、
創
意
工
夫
し
た
調
理
方

法
や
食
べ
方
を
説
明
。
一
般
的
な

試
食
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
出

席
者
は
、
そ
の
食
べ
方
の
豊
富
さ

に
驚
い
て
い
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
レ
シ
ピ

を
参
加
メ
ン
バ
ー
間
で
共
有
す
る

等
、
地
域
全
体
で
牡
鹿
半
島
の
魅

力
を
発
信
す
る
初
め
て
の
取
り
組

み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

契
機
に
、
来
春
に
は
第
二
弾
を
計

画
す
る
な
ど
、
今
後
と
も
継
続
し

た
研
究
事
業
を
展
開
し
、
観
光
復

興
を
加
速
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

る
。

特産を使用したメニューがずらり

去
る
十
一
月
十
六
日
、
牡
鹿
半

島
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
さ
か
井
に
お

い
て
、「
日
本
一
の
ホ
ヤ
、
県
内

一
の
牡
蠣
生
産
地　

石
巻
牡
鹿
半

島
グ
ル
メ
再
発
見
」
と
題
し
、
行

政
や
報
道
関
係
者
等
三
十
名
を
招

き
、
牡
鹿
半
島
の
ホ
ヤ
、
牡
蠣
を

使
っ
た
新
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
会
を

行
っ
た
。

会
場
で
は
「
魚
の
楽
園
に
一
番

近
い
牡
鹿
半
島　

海
の
御
馳
走
に

乾
杯
」
と
の
発
声
に
よ
り
乾
杯
し

牡
鹿
半
島
グ
ル
メ
再
発
見

～
ホ
ヤ
・
牡
蠣
を
使
っ
た
新
メ
ニ
ュ
ー
試
食
会
～

石
巻
市
牡
鹿
稲
井
商
工
会

造
技
術
を
最
大
限
活
か
せ
る
清
酒

を
用
い
て
発
信
力
強
化
と
収
益

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
新
た
な
顧
客
層
で
あ
る
二
十

〜
三
十
代
の
女
性
層
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
リ
キ
ュ
ー
ル
の
開
発
を

地
域
の
生
産
農
家
、
酒
販
店
、
県

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
取
り
組
ん
だ
。

高
付
加
価
値
製
品
と
な
る
よ
う

原
材
料
に
は
、
名
取
市
産
米
と
市

内
下
余
田
の
セ
リ
田
の
水
を
用
い

た
純
米
酒
、
市
内
上
余
田
産
の
幻

と
言
わ
れ
る
ク
ー
ル
ボ
ジ
ヤ
メ
ロ

当
社
は
創
業
明
治
四
年
、
名
取

市
内
唯
一
の
造
り
酒
屋
で
、
酒
の

命
で
あ
る
仕
込
み
水
を
セ
リ
の
産

地
で
名
高
い
市
内
下
余
田
の
井
戸

よ
り
汲
み
上
げ
て
使
用
し
、
県
産

米
を
中
心
に
純
米
酒
を
製
造
し
て

い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
っ

て
本
社
酒
造
施
設
が
全
壊
す
る
被

災
を
乗
り
越
え
、
グ
ル
ー
プ
化
補

助
金
等
の
活
用
に
よ
り
名
取
市
復

興
工
業
団
地
内
に
仮
設
製
造
場
を

設
け
て
翌
々
年
に
は
酒
造
り
を
再

開
し
た
。
し
か
し
、
沿
岸
部
に
集

中
し
て
い
た
販
路
や
地
元
顧
客
を

失
っ
た
ほ
か
、
仮
設
設
備
で
製
造

量
が
少
な
く
収
益
性
が
低
下
し
た

こ
と
か
ら
、
従
来
の
製
造
販
売
に

加
え
、
復
興
に
向
か
う
地
域
産
業

や
地
元
食
材
と
連
携
し
た
収
益
性

の
高
い
新
た
な
事
業
機
会
を
模
索

し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
商
工
会
の
提

案
か
ら
、
蔵
元
の
強
み
で
あ
る
醸

開発したメロンリキュール「MöWE」

も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
新
展
開
支
援
補
助
金
認
定
企
業

名
取
産
メ
ロ
ン
で
新
酒
を
開
発

㈲
佐
々
木
酒
造
店
（
名
取
市
商
工
会
）

ン
を
使
用
。製
造
に
あ
た
っ
て
は
、

デ
ザ
イ
ン
専
門
家
等
の
支
援
を
受

け
、商
品
コ
ン
セ
プ
ト
を
固
め
た
。

新
商
品
は
市
内
沿
岸
部
を
飛
ぶ

カ
モ
メ
の
イ
メ
ー
ジ
と
方
言
の
ウ

メ
ー
ベ
？（
お
い
し
い
で
し
ょ
？
）

を
掛
け
て
、
ド
イ
ツ
語
で
カ
モ
メ

を
意
味
す
る
「M

öW
E

（
メ
ー

ヴ
ェ
）」
と
名
付
け
、
大
手
鉄
道

会
社
や
老
舗
ホ
テ
ル
と
連
携
し
た

物
産
展
や
、
試
食
会
へ
の
出
展
・

出
品
を
支
援
し
て
新
規
販
売
店
舗

の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
更

に
、
地
元
情
報
誌
へ
の
掲
載
、
販

路
開
拓
の
補
助
金
を
活
用
し
て

ネ
ッ
ト
販
売
に
対
応
で
き
る
Ｈ
Ｐ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
今
年

の
十
一
月
三
日
に
販
売
を
開
始
し

た
。今

後
は
、
事
業
の
成
果
と
課
題

等
を
分
析
し
な
が
ら
、
新
た
な

名
取
の
特
産
品
と
し
て
「
ク
ー

【企業概要】

事業所名：有限会社佐々木酒造店

所 在 地：名取市美田園 7-1-1-E4

　　　　　（閖上さいかい市場内）

連 絡 先：022-398-8596

Ｕ Ｒ Ｌ：http://housen-naminooto.com/
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小
売
業
を
対
象
に

経
営
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
！

厳
し
い
環
境
下
に
お
け
る
経
営
課
題

と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
考
察
す
る
と

と
も
に
、
小
規
模
店
が
地
域
で
持
続
的

な
経
営
を
維
持
し
、
売
上
を
伸
ば
す
た

め
の
手
法
等
に
つ
い
て
講
演
い
た
し
ま

す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
近
く
の

商
工
会
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◇
日
時

　

平
成
二
十
九
年
二
月
二
日
㈭

　

午
後
一
時
半
〜

◇
場
所

　

仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス 

四
階「
羽
衣
」

◇
テ
ー
マ
・
講
師

『
宮
城
県
内
小
売
業
の
課
題
と

今
後
の
方
向
性
と
は
』

　

ア
オ
ヌ
マ
経
営
情
報
研
究
所

所
長　

青
沼
泰
彦　

氏

『
県
内
繁
盛
店
に
共
通
す
る

「
商
魂
」
と
は
』

　

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
共
創

代
表　

鈴
木　

斎　

氏

『
心
理
学
で
売
上
を
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
ば

し
ま
し
ょ
う
！
「
聞
く
と
や
る
気
が

出
る
！
商
売
繁
盛
の
心
理
学
」』

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
㈲

代
表
取
締
役　

酒
井
と
し
夫　

氏

ファーストアドバンテージ㈲
代表取締役　酒井とし夫　氏

福島県商工会連合会、石川県商
工会連合会、南あわじ市商工会
等、北海道から九州まで全国各
地の商工会議所や商工会、行政
団体、企業から年間100回以上
の講演依頼を受ける人気講師。
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連
旗
が
入
場
し
、「
想
・
創
・
奏
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
「
友
よ
、

ほ
ん
と
う
の
空
へ
」
を
テ
ー
マ
に

開
会
さ
れ
た
。

記
念
式
典
は
、
式
辞
と
来
賓
祝

辞
の
後
、
青
年
部
・
女
性
部
の
発

展
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
部
員

に
対
す
る
功
労
者
表
彰
等
が
行
わ

れ
、五
十
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

青
年
部
・
女
性
部
の
使
命
を
改
め

て
認
識
し
、事
業
の
一
層
の
拡
充
・

強
化
を
誓
い
合
っ
た
。

そ
の
後
、
第
二
部
と
し
て
第
十

八
回
商
工
会
青
年
部
女
性
部
全
国
大

会
・
主
張
発
表
大
会
が
合
同
開
催
さ

れ
、
青
年
部
、
女
性
部
の
参
加
部
員

か
ら
は
「
互
い
の
全
国
レ
ベ
ル
の
主

張
発
表
が
聞
け
て
刺
激
を
受
け
た
」

等
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

取
り
組
む
べ
き
と
い
う
講
師
の
話

に
、
参
加
者
か
ら
は
「
事
業
承
継

を
考
え
る
き
か
っ
け
と
な
っ
た
」

「
も
っ
と
早
く
聞
き
た
か
っ
た
」

等
の
声
が
聞
か
れ
、
大
変
有
意
義

な
研
修
会
と
な
っ
た
。

「
想
・
創
・
奏
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

福
島
県
を
会
場
に
盛
大
に
開
催

︱
青
年
部
・
女
性
部
全
国
組
織
化
五
十
周
年
記
念
式
典
及
び
第
十
八
回
全
国
大
会
︱

商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
の
全

国
組
織
化
五
十
周
年
記
念
式
典
及

び
第
十
八
回
商
工
会
青
年
部
・
女

性
部
全
国
大
会
（
福
島
大
会
）
が

十
一
月
八
日
・
九
日
の
両
日
、
本

県
青
年
部
員
九
十
八
名
と
女
性
部

員
五
十
八
名
を
含
む
約
五
千
三
百

名
の
参
加
の
下
、
郡
山
市
「
ビ
ッ

グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
を
会
場

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

地
元
郡
山
高
校
生
に
よ
る
合

唱
・
詩
の
朗
読
が
あ
り
、
厳
粛
な

雰
囲
気
の
中
、
全
青
連
及
び
全
女

性
連
大
会
旗
の
入
場
に
続
い
て
四

十
七
都
道
府
県
の
青
連
旗
・
女
性

研
修
会
は
、
去
る
十
一
月
二
十

四
日
、
二
十
五
日
、
二
十
九
日
、

三
十
日
の
四
日
間
に
亘
り
、
県
内

五
ブ
ロ
ッ
ク
の
五
会
場
に
お
い

て
、
女
性
経
営
者
等
延
べ
百
六
十

九
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

講
師
に
は
、
城
所
会
計
事
務
所

所
長　

城
所
弘
明
氏
を
迎
え
、「
事

業
承
継
の
失
敗
事
例
か
ら
学
ぶ
！

事
業
承
継
対
策
の
基
本
と
課
題
解

決
の
コ
ツ
」
と
題
し
、
親
族
内
の

事
業
承
継
の
基
本
的
な
考
え
方
や

経
営
者
・
後
継
者
の
両
面
の
立
場

に
立
っ
た
事
業
承
継
の
問
題
・
課

題
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、
相
談
実

例
を
交
え
な
が
ら
の
講
義
に
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

事
業
存
続
で
最
も
重
要
な
経
営

課
題
で
あ
る
事
業
承
継
へ
の
取
り

組
み
は
、
長
期
的
な
計
画
の
も
と

女
性
経
営
者
等
を
対
象
に

事
業
承
継
研
修
会
を
開
催

︱
若
者
・
女
性
経
営
者
等
研
修
事
業
︱

全国連石澤会長から優勝トロフィーを受け取る及川君

ふくしまVOICEでは東北・北海道の青年・女性連会長も登壇

事業承継のスペシャリスト城所講師

興
・
ま
ち
づ
く
り
」
〜
地
域
の
笑

顔
は
未
来
の
種
〜
と
題
し
て
発
表
、

見
事
！
日
本
一
に
輝
い
た
。

本
県
で
は
、
第
二
回
大
会
の
栗

駒
鶯
沢
商
工
会
菅
原
正
樹
現
会

長
、
二
年
前
の
七
ヶ
宿
町
商
工
会

青
年
部
の
山
田
岳
彦
君
に
続
き
、

日
本
一
は
三
人
目
で
あ
る
。

な
お
、
女
性
部
で
は
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
国
吉
佳
奈
子
さ
ん（
沖

縄
県
）
が
最
優
秀
賞
と
な
っ
た
。

二
日
目
に
は
「
ふ
く
し
ま
Ｖ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
と
題
し
て
被
災
三
県
の

代
表
が
、
震
災
か
ら
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
現
状
に
つ
い
て「
想
」

「
創
」「
奏
」
の
一
文
字
ず
つ
に
想

い
を
乗
せ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
そ
の
熱
い
思
い
が

参
加
者
一
人
一
人
の
心
に
刻
ま

れ
、
意
識
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
大

会
と
な
っ
た
。

及
川
善
弥
君（
南
三
陸
）

最
優
秀
賞（
日
本
一
）を

獲
得
！

︱
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

主
張
発
表
大
会
︱

第
十
八
回
商
工
会
青
年
部
・
女

性
部
全
国
大
会
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
で
主
張
発
表
大
会
が
行
わ
れ
、

青
年
部
は
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
と
し
て
、
本
県
南
三
陸

商
工
会
青
年
部
副
部
長
の
及
川
善

弥
君
が
、「
青
年
部
活
動
と
地
域
振
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